
（款）11．教育費  （項）１．教育総務費  （目）２．事務局費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

20,224 1,826 6,888

    （単位  千円）

決算書
       頁

265
1 ２６５

265
２６５

三重交通㈱にスクールバス運行業務を委託し、横輪・矢
持地区の児童生徒を、また嘱託員のスクールバス運転手を
雇用し、高麗広地区の児童生徒の通学上の安全を確保し
た｡
      平成１８年度利用者数
          上野小学校  ４人    進修小学校　 １人
          沼木中学校  ２人    五十鈴中学校 １人

スクールバス運行
事業

７，３９８

学校行事開催事業 ２，１９９

 ２．

612,045 決 算 額 の 財 源 内 訳

603,682 一般財源

574,744

学 校 教 育 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 2,199 子どもたちが音楽や美術・科学等に触れる機会を支援し
た。
○科学創作展
　・内容　　：児童生徒の科学的な作品や創意工夫した創
　　　　　　　作的な作品を展示し、一般に公開した。
　・委託先　：伊勢市科学創作教育振興会
　・開催日　：平成１８年９月９日（土）～１０日(日）
　・開催場所：伊勢市生涯学習センター
　・委託料　：２１５千円
○教育美術展
　・内容　　：児童生徒の絵画、書写作品を展示し、一般
　　　　　　　に公開した。
　・委託先　：伊勢市教育美術展運営委員会
　・開催日　：平成１８年１２月２日（土）～３日(日）
　・開催場所：伊勢市生涯学習センター
　・委託料　：３０５千円
○音楽演劇発表会
　・内容　　：各公立中学校のクラブ員を中心とした生徒
　　　　　　　が日頃の音楽演劇活動をそれぞれ発表し
　　　　　　　た｡
　・委託先　：伊勢市中学校連合音楽演劇発表会
　・開催日　：平成１８年１１月１７日（金）
　・開催場所：観光文化会館
　・委託料　：１，６３９千円
○小俣幼稚園
　・内容　　：ＰＴＡの主催で園児を対象に開催した人形
　　　　　　　劇（題名：まほうつかいのバーバガヤ）の
　　　　　　　開催料に対して補助を行った。
　・開催日　：平成１８年１０月２６日（木）
　・開催場所：小俣幼稚園
　・補助金　：２０千円
○明野幼稚園
　・内容　　：ＰＴＡの主催で園児を対象に開催した人形
　　　　　　　劇（題名：ちゅーちゅーランド）の開催料
              に対して補助を行った。
　・開催日　：平成１９年１月１７日（水）
　・開催場所：明野幼稚園
　・補助金　：２０千円

1 ﾍﾟｰｼﾞ （款）11．教育費



決算書
       頁

265
3 ２６５

265
4 ２６５

265
5 ２６５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ５． ○私立幼稚園就園奨励費補助金（国の補助事業）
　　国の基準に基づき、私立幼稚園に在園する市内在住園
　児の保護者に対して世帯の所得状況に応じて入園料及び
　保育料の補助を行った。
　　・補助金支給者数：　１，０４７人
　　・補助金支給額　：７５，５８１千円
○私立幼稚園保育料補助金
　　市内の私立幼稚園に在園する市内在住の４歳～５歳児
　の保護者に対し、保育料の補助を行った。
　　・補助金支給者数：　　　８５６人
　　・補助金支給額　：　４，２８０千円
○幼児教育育成補助金
　　市内私立幼稚園の幼稚園経営の健全化を高めるため、
　幼稚園の運営費に対して補助を行った。
　　・補助金支給額　：１０，４１６千円

私立学校等振興助
成事業

９０，２７７

 ４． 11,970 国家社会に貢献する有用な人材を育成するため、学校教
育法による大学・高等専門学校・高等学校に在学する学
生・生徒で、経済的理由により修学困難な者に対し、奨学
金を支給した。
県外大学：３４人　県内大学：２５人　公立高校：５３人
私立高校：２２人　高専：３人
旧二見町　公立高校：１人

奨学金育英事業補
助金

１１，９７０

 ３． 65,389 ・学習支援員、介助員や教育支援ボランティアを配置し、
障害児学級や普通学級に在籍する児童生徒の生活面や学習
面の支援を行った。また、個に応じた学習指導や活動支援
を行い、確かな学力の定着や、さまざまな教育活動の充実
を図った。
・地域人材等を学校安全ボランティアとして登録し、通学
路等の警備を行い、幼児児童生徒の安全確保を図った。
　　　①学習支援員(含：介助員）　延べ４８人
　　　②教育支援ボランティア　　　　 ９５人
　　　③学校安全ボランティア　　　 ６６９人
・生徒が悩み等を話せる身近な相談相手として、心の支援
員(心の教室相談員)を配置した。
　　　小学校６校　５人
          （1人は２校と中学校１校を兼務）
　　　中学校９校　９人
          （1人は小学校も兼務）

学校教育支援事業 ６５，３８９

2 ﾍﾟｰｼﾞ （款）11．教育費



（款）11．教育費  （項）１．教育総務費  （目）３．教育研究所費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

1,000

    （単位  千円）

決算書
       頁

265
２６５

265
２６５

 ２． 不登校児童、生徒のために「教育支援センター」におい
て、指導員2名、研修員1名、非常勤講師1名により、生活
や学習の指導を行った。また、個別カウンセリング、集団
活動など継続的な適応指導及び自然体験や宿泊体験、社会
体験などを通して、自立性や意欲を高め、集団への適応力
を培った。

また、平日午前9時から午後5時まで、指導員により、保
護者等からの電話又は面談による相談を受け付けたり、学
校訪問を行ったりした。その結果、学校復帰に向け、学校
と保護者等の連携を強化することができた。
　教育支援センターへの通級生徒数　26名
　教育支援センターへの相談件数　1290件（延べ1388件）

適応指導教室事業 １，２２２

 １． ・教育研究所の相談事業を広く周知するために、広報への
掲載並びに電話相談カードやパンフレットを配布し啓発し
たことにより、児童、保護者等が相談しやすくなった。
・学校、保護者等との連携をはかり、子どもの教育全般に
関し、親や学校の悩みに応えるため、平日午前9時から午
後5時まで教育相談員2名により電話又は面談による相談を
行い、関係機関との連携をとりながら、悩みを軽減、解消
することに努めた。
　　相談件数　延べ73件

教育相談事業 ３，９２５

164,977

教 育 研 究 所

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

170,166 決 算 額 の 財 源 内 訳

165,977 一般財源

3 ﾍﾟｰｼﾞ （款）11．教育費



決算書
       頁

265
２６５

265
２６５

265
２６５

267
6 ２６７

1.幼稚園教育研究
　　幼稚園教育における今日的、将来的な課題について、
　教育研究所と幼稚園現場が協力しながら、幼児の育成に
　資する研究を進め、人との関りを通して豊かな心を育む
　幼児を育成することができた。
　　　研究協力園：豊浜東幼稚園
2.課題研究
　　平成14年度から新たな形態で進めている研究所と研究
　協力校による課題研究プロジェクトを中心に実践的な交
　流の場を設定し研究を進め、教職員の授業力を高めるこ
　とができた。
　　　研究協力校：有緝小、二見中、城田中、北浜小、
　　　　　　　　　北浜中
3.自由研究
　　教育現場における子どもの指導にかかわる今日的な問
　題の中から、自由に課題を設定し、５グループで教職員
　が研究を進め、その成果を授業公開等により、教職員の
　資質向上に役立てた。
4.資料作成研究
　　資料作成委員会に研究を委託した。小学校3,4年生用
　社会科副読本「わたしたちの伊勢市」について、市町村
　合併を含めた社会情勢を考慮し、新たに編集し、授業に
　活用できるようにした。
5.情報教育研究
　　情報教育研究会に研究を委託した。教育用ライブラリ
　を立ち上げる準備段階として、研究授業や研修講座など
　の教育情報をデジタル化し、資料として編集し、各学校
　で活用できるようにした。
6.食教育研究
　　食に関する指導の研究を進め、その成果を授業公開す
　ることにより、食教育の充実に役立てた。
　　　研究協力校：東大淀小学校

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ６． ミレニアムプロジェクトにおける国のIT設置基準を概ね
完了した。
（基準内容：コンピュータ教室40台設置（小規模校は一人
1台化）、普通教室2台及び特別教室6台設置、普通教室及
び特別教室校内にLANを敷設し、CATV回線によりインター
ネットを接続）

このことにより、情報教育が推進され、授業の充実に向
け支援することができた。

小学校教育用コン
ピュータ整備経費

８，０５５

 ５． 水曜日・木曜日の午後にカウンセラー2名が常駐し、面
接相談におけるカウンセリングを実施し、児童生徒や保護
者等の支援を行い、悩みを軽減、解消した。
　相談件数　36件（延べ81件）

不登校問題事例研究会では、教員が不登校の子どもを支
援する方法を学びあうと共に、臨床心理士、医師等専門家
からの助言を得て各校における支援体制の確立を図った。

フレンドシップワーク事業では、メンタルフレンド（大
学生）による教育支援センター活動や家庭訪問等の支援を
行い、子どもの自立への助けとなった。

不登校対策ハート
ケア事業

１，７４１

 ４． 教職員研修講座として、教科・不登校問題・食教育・乳
幼児研修について教職員対象に開催し、資質・指導力向上
を図った。また、教育相談専門講座としてカウンセリング
実践を交えた研修を行い、学校カウンセリングに役立つよ
うにした。

研修講座開催事業 ６０４

 ３．
４，７０３教育研究推進経費

4 ﾍﾟｰｼﾞ （款）11．教育費



決算書
       頁

267
２６７

267
8 ２６７

（款）11．教育費  （項）１．教育総務費  （目）４．人権教育費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

2,611

    （単位  千円）

決算書
       頁

267
２６７

267
２６７

267
２６７

267
4 ２６７

決 算 額 施 策 の 成 果

 ４． 小学校区を単位として、人権・同和教育推進のための協
議会を組織し、自主的な啓発活動を進めた。
　　結成団体数　１７団体

小学校区別人権・
同和教育推進連絡
協議会事業

１，０７６

事 業 名

 ３． 市内の４自治会を指定し、各３名の推進委員を委嘱し
て、６回の合同研修を開催した。その後、推進委員がリー
ダーとなって、各地域住民の同和問題への正しい理解を広
めるため、啓発活動を行った。本年度は、八日市場町会、
辻久留町会、松下自治会、新高１区南自治会の各自治会で
実施した。

同和問題地域啓発
推進事業

４１８

 ２． 人権・同和教育に関わる事業の充実を図るため、人権・
同和教育の研究や研修会の開催などを伊勢市人権・同和教
育研究会に事業委託した。

人権教育研究委託
経費

１，０８６

 １． ○ 伊勢市人権講演会
　　辛坊治郎さん（読売テレビ・解説委員、芦屋大学客員
　教授）を講師として招き、平成１８年１２月１０日にい
　せトピアで開催（５１７人の参加）し、人権に対する正
　しい理解と認識を広めさせることができた｡
○ 第１回伊勢市人権教育をすすめる市民の集い
　　具志アンデルソン飛雄馬さん（特定非営利活動法人
　「多文化共生ＮＰＯ世界」理事長）を講師として招き、
　平成１８年８月２日にいせトピアで開催（３８４人の参
　加）し、同和問題の正しい理解と認識を広めるさせるこ
　とができた。
○ 管理職（教頭）人権教育研修会
　　市内小・中学校での人権教育の取り組みをよりいっそ
　う深めるため、管理職（教頭）を対象に平成１８年６月
　１５日に講演会、意見交換等の研修会を開催した。

講演会研修開催事
業

９６６

58,608

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

生涯学習・スポーツ課

62,151 決 算 額 の 財 源 内 訳

61,219 一般財源

 ８． 約5,400人の保護者の登録があり（全体の約44％）、不
審者情報、行事の有無、活動時刻の連絡など保護者、学校
安全ボランティア、地域自主防犯組織に情報発信すること
ができた。また、学校長や教職員等にもすばやく必要な情
報を連絡できるようになった。

緊急連絡メール配
信経費

１，６５９

 ７． ミレニアムプロジェクトにおける国のIT設置基準を概ね
完了した。
（基準内容：コンピュータ教室40台設置（小規模校は一人
1台化）、普通教室2台及び特別教室6台設置、普通教室及
び特別教室校内にLANを敷設し、CATV回線によりインター
ネットを接続）

このことにより、情報教育が推進され、授業の充実に向
け支援することができた。

中学校教育用コン
ピュータ整備経費

３，６８１

5 ﾍﾟｰｼﾞ （款）11．教育費



決算書
       頁

267
２６７

267
２６７

267
7 ２６７

267
２６７

267
２６７

（款）11．教育費  （項）１．教育総務費  （目）５．教育集会所費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

181

    （単位  千円）

決算書
       頁

267
２６７

267
２６７

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

人権問題に関する理解と認識を深めるため、子ども人権
スクール、成人学習講座などを開き、市民に学習の場と機
会を提供した。

 １．
１３，４４５

 ２．
６１７教育集会所人権教

育事業

人権教育指導員設
置経費

23,430

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

人権教育指導員を教育集会所等に配置し、地域に密着し
た社会人権教育の推進を図った。

生涯学習・スポーツ課

25,211 決 算 額 の 財 源 内 訳

23,611 一般財源

 ９． 子ども達が人権学習や生活の場で学んだことをもとに体
験等を発表し合い、お互いの思いや願いを受け止めあいな
がら人権問題に対する認識を深め、人権学習の充実を図る
ことを目的として実施した｡

子ども人権フォー
ラム２１開催事業

３６２

 ８． 『差別の現実から深く学び、生活を高め、未来を保障す
る「教育｣を確立しよう』をテーマに南勢志摩地域３市４
町が地元実行委員会を組織し、１０月２１日・２２日の２
日間にわたり大会を実施した｡

三重県人権・同和
教育研究大会負担
金

２，８２２

 ７． 人権教育基本方針策定委員会を立ち上げ、審議の上、平
成１９年１月に新基本方針を策定した。その後推進プラン
の検討を図りながら、基本方針を周知する研修会を実施し
た。

人権・同和教育基
本方針推進プラン
事業

１５９

 ６． それぞれの中学校区で人権教育の指導の改善・充実につ
いて実践研究に取り組むとともに、幼稚園・小学校・中学
校がそれぞれ授業交流に努めた。平成１８年度は、倉田
山・厚生・港・沼木・五十鈴・二見中学校区を研究指定校
に指定し実施した｡

人権教育研究推進
経費

４８０

 ５． 市内の中学校区において、その中学校区の小学校や地域
と連携して人権教育の取り組みを行う拠点校として、五十
鈴中学校に委託し、実践研究に取り組むとともに、その実
践内容を市内各学校に発信し、人権教育の一層の充実を
図った。

人権教育ビーコン
スクール事業

１，１５９
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（款）11．教育費  （項）２．小学校費  （目）１．小学校管理費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

9,428 19,400

    （単位  千円）

決算書
       頁

269
1 ２６９

269
2 ２６９

269
3 ２６９
 ３． 8,065 　学校管理、事務処理など学校運営上必要とし、老朽化、

不足している庁用備品の整備を進め、学校環境の充実を
図った。

小学校備品購入経
費

８，０６５

 ２． 51,189 伊勢市内の学校施設及び学習環境の一層の充実を図っ
た。
　門扉フェンス等設置工事（進修小ほか）　9,435千円
　下水道接続工事（大湊小、神社小）　　　7,101千円
　洋式トイレ設置工事（修道小ほか）　　　2,788千円
　給食業者搬入路等用地整備工事（二見小）4,815千円
　コピー室外部塗装工事（今一色小）　　　　488千円
　排水設備設置工事（今一色小）　　　　　2,293千円
　外壁改修工事（今一色小）　　　　　　　7,360千円
　理科室改修工事（明野小）　　　　　　　2,970千円
　トイレ窓転落防止手すり取付（御薗小） 　　87千円
　職員図書室照明設置工事（御薗小）　　 　　22千円
　排水設備工事（御薗小）　　　　　　　　1,295千円他

小学校整備事業 ５１，１８９

 １． 6,770 市内小学校が夜間、休日は無人状態のため、機械警備を
導入し、盗難、不法侵入を未然に防止するため専門業者に
警備業務を委託し施設管理の強化を図った。

小学校警備委託経
費

６，７７０

447,055

教 育 総 務 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

597,106 決 算 額 の 財 源 内 訳

475,883 一般財源
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（款）11．教育費  （項）２．小学校費  （目）２．小学校教育振興費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

1,251 1,195

    （単位  千円）

決算書
       頁

271
1 ２７１

271
２７１

271
２７１

271
4 ２７１

271
２７１

271
6 ２７１

遠距離児童通学費
扶助事業

遠距離通学を行っている児童の安全と保護者負担の軽減
を図るため、通学定期代金の助成を行った。
　対象校：中島小学校、佐八小学校、東大淀小学校、
　　　　　二見小学校

 ６． 各小学校が新たな時代の要請に対応できる教育実践を進
めるため、学校や地域の実態に即した創意に満ちた特色あ
るかつ魅力のある教育活動を展開した。
　　実施校数　１９校

特色ある教育活動
支援事業

２，５０７

 ５． 小学校修学旅行の児童支払い分の２０％を補助し、児童
の見聞を広める教育活動の支援と保護者負担の軽減を図っ
た。

修学旅行経費助成
事業

５，７４６

 ４．
１，６７７

 ３． 経済的理由により、就学困難な児童に学用品費・修学旅
行費・学校給食費等を給与し、必要な援助を行った。
支給対象者　　要保護　　　　２８人
　　　　　　　準要保護　　５９０人
合　　計　　　　　　　　　６１８人

要保護及び準要保
護児童生徒援助事
業

３６，３６５

 ２． 5,147 学校図書館がその機能を十二分に発揮できるよう、学校
図書館図書の充実化を図った。
　整備校：２４校（伊勢市立小学校全校）

学校図書館充実経
費

５，１４７

 １． 13,470 ○　教育現場で学習指導要領を実施するにおいて、必要と
　する教材および著しく老朽化した教材を整備した。
　　・整備校　２４校（伊勢市立小学校全校）
○理科教育設備整備
　　科学技術教育の基盤となる小学校における理科教育の
　ための設備(理科教育振興法に基づく)を国の補助を受け
　整備した。
　　・整備校　６校（修道、中島、明倫、大湊、豊浜西、
　　　　　　　　　　東大淀）
○特殊教育設備整備
　　新設された特別支援学級に対し、障がいに対応した備
　品を整備し、教育環境の充実を図った。
　　・整備校　２校(豊浜東、北浜）
　　障がいに適応した教育を実施するため、障がいに対応
　した情報機器を整備し、情報教育を実施した。
　　・整備校　２校（佐八、豊浜東）

小学校教材整備経
費

１３，４７０

学 校 教 育 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

68,684

73,373 決 算 額 の 財 源 内 訳

71,130 一般財源
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決算書
       頁

271
２７１

（款）11．教育費  （項）２．小学校費  （目）３．小学校建設費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

493,556 2,957 485,700 75,459

    （単位  千円）

決算書
       頁

271
２７１

271
２７１

（款）11．教育費  （項）３．中学校費  （目）１．中学校管理費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

4,812 8,600

    （単位  千円）

決算書
       頁

273
1 ２７３

273
2 ２７３

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ２． 3,539 　学校管理、事務処理など学校運営上必要とし、老朽化、
不足している庁用備品の整備を進め、学校環境の充実を
図った。

中学校備品購入経
費

３，５３９

 １． 4,077 市内中学校が夜間、休日は無人状態のため機械警備を導
入し、盗難、不法侵入を未然に防止するため、専門業者に
警備機器の設置を委託し施設管理の強化を図った。

中学校警備委託経
費

４，０７７

234,996

教 育 総 務 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

541,787 決 算 額 の 財 源 内 訳

248,408 一般財源

 ２． 安全な学習環境を整備するため耐震補強工事を実施し
た。
　　大湊小学校(校舎・屋内運動場)
　　北浜小学校(校舎・屋内運動場)
　　東大淀小学校(屋内運動場)

小学校耐震補強事
業

２３９，０７３

 １． 936,825 有緝小学校は平成９年度・平成15年度に旧館・新館の耐
力度調査を実施し、危険校舎に認定されたので平成17年～
18年度の２カ年で校舎改築を計画し、解体工事を実施し、
校舎改築を行った。

有緝小学校校舎改
築事業

９３６，８２５

118,226

教 育 総 務 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

1,315,402 決 算 額 の 財 源 内 訳

1,175,898 一般財源

 ７． 児童の基礎・基本の定着、学力の向上を図るために小学
校２校の研究協力校の協力を得て、指導方法に関する実践
的研究を行い、そこで指導モデルの作成を行った。

事業推進のために基礎学力向上推進会議２回、学力向
上・学校経営に係る研修会２回、授業研究会４回を開催し
た。

また、市内小学校２４校において、小学校５年生を対象
に国語・社会・算数・理科で目標準拠規準検査（CRT)を実
施し、市全体の結果について市内小学校教諭に依頼し、分
析を行った。

基礎学力向上推進
事業

１，６３６
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決算書
       頁

273
3 ２７３

（款）11．教育費  （項）３．中学校費  （目）２．中学校教育振興費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

719 2,145 407

    （単位  千円）

決算書
       頁

273
1 ２７３

275
２７５

275
２７５

275
4 ２７５

275
5 ２７５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

中学校修学旅行の生徒支払い分の２０％を補助し、生徒
の見聞を広める教育活動の支援と保護者負担の軽減を図っ
た。

 ５． 各中学校が新たな時代の要請に対応できる教育実践を進
めるため、学校や地域の実態に即した創意に満ちた特色あ
るかつ魅力のある教育活動を展開した。
　　実施校数　１１校

特色ある教育活動
支援事業

１，８３３

 ４．
１３，５３２修学旅行経費助成

事業

 ３． 経済的理由により、就学困難な生徒に学用品費、修学旅
行費、学校給食費を給与し、必要な援助を行った。
支給対象者　要保護　　　　９人
　　　　　　準要保護　３１４人
合　　計　　　　　　　３２３人

要保護及び準要保
護児童生徒援助事
業

２２，２４２

 ２． 3,955 学校図書館がその機能を十二分に発揮できるよう、学校
図書館図書の充実化を図った。
　整備校：１２校（伊勢市立中学校全校）

学校図書館充実経
費

３，９５５

 １． 13,106 ○　教育現場で学習指導要領を実施するにおいて、必要と
　する教材および著しく老朽化した教材を整備した。
　　また、破損した教材を修理し、学習環境を整えた。
　・整備校　１２校（伊勢市立中学校全校）
○理科教育設備整備
　　科学技術教育の基盤となる中学校における理科教育の
　ための設備(理科教育振興法に基づく)を国の補助を受け
　整備した。
　・整備校　３校(倉田山中、港中、城田中）
○特殊教育設備整備
　　障がいに適応した教育を実施するため、障がいに対応
　した情報機器を整備し、情報教育を実施した。
　・整備校　１校（五十鈴中）

中学校教材整備経
費

１３，１０６

学 校 教 育 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

102,351

108,012 決 算 額 の 財 源 内 訳

105,622 一般財源

 ３． 10,940 伊勢市内の学校施設及び学習環境の一層の充実を図っ
た。
門扉フェンス等設置工事（倉田山中ほか）　6,822千円
転落防止柵設置工事（五十鈴中）　　　　　1,092千円
洋式トイレ設置工事（五十鈴中ほか）　　　1,998千円
保健室小型卓上電気温水器設置工事（御薗中）121千円
改修（可動間仕切壁固定）工事（御薗中）　　808千円他

中学校整備事業 １０，９４０
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決算書
       頁

275
２７５

275
２７５

（款）11．教育費  （項）３．中学校費  （目）３．中学校建設費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

103,562 48,300

    （単位  千円）

決算書
       頁

275
２７５

（款）11．教育費  （項）４．幼稚園費  （目）１．幼稚園費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

696 21,265

    （単位  千円）

決算書
       頁

275
1 ２７５

275
２７５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ２． 979 　幼稚園管理、事務処理など幼稚園運営上必要とし、老朽
化、不足している庁用備品の整備を進め、学校環境の充実
を図った。

幼稚園備品購入経
費

９７９

 １． 神社幼稚園の公共下水道接続工事を実施した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１，１７０千円
北浜幼稚園に２人用のブランコを設置した。　２３４千円

幼稚園整備事業 ２，０１７

173,864

教 育 総 務 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

201,667 決 算 額 の 財 源 内 訳

195,825 一般財源

 １． 安全な学習環境を整備するため耐震補強工事を実施し
た。
厚生中学校(屋内運動場)、城田中学校(校舎・屋内運動場)
港中学校(校舎)、北浜中学校(屋内運動場)

中学校耐震補強事
業

１５４，３２３

2,461

教 育 総 務 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

175,492 決 算 額 の 財 源 内 訳

154,323 一般財源

 ７． 33,903 英語を母国語とする青年を招致し、中学校の英語科教員
とともに英語指導にあたり生徒の語学力の向上に努めた。
また、小学校、幼稚園や地域住民との交流を深め、伊勢市
の国際理解教育の促進を図った。
　　JETプログラムALT:５人　民間派遣ALT：３人

ＡＬＴ活動事業 ３３，９０３

 ６． 生徒の基礎・基本の定着、学力の向上を図るために中学
校２校の研究協力校の協力を得て、指導方法に関する実践
的研究を行い、そこで指導モデルの作成を行った。

事業推進のために基礎学力向上推進会議２回、学力向
上・学校経営に係る研修会２回、授業研究会４回を開催し
た。

また、中学校１２校において、中学校２年生を対象に国
語・社会・数学・理科・英語で目標準拠規準検査（CRT)を
実施し、市全体の結果について市内中学校教諭に依頼し、
分析を行った。

基礎学力向上推進
事業

２，０１１
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（款）11．教育費  （項）５．社会教育費  （目）１．社会教育総務費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

277
1 ２７７

277
２７７

社会教育推進事業
１．家庭教育の充実
　　生活の基盤となる家庭での交流、教育力の向上を図る
　ため次の事業を実施した。
　①家庭教育相談業務
　　　子育て、家庭教育の相談、助言
　　　電話相談　３７件　　　面接相談　７３件
　②家庭教育学級の開設
　　　市内　　１６幼稚園、２保育園で実施
　　　参加者　保護者　５１０名、子ども　４９２名
　③親子リフレッシュコーナー
　　　２，３歳児とその保護者を対象として、親は子育て
　　に関する情報交換を、子どもは人との関わり方を身に
　　つけ、子育てや気持ちのリフレッシュを図った。
　　　実施回数　　２４回
　　　延参加人数　保護者　　　９８０名
　　　　　　　　　子ども　１，０５５名
　④自然観察会（小俣分室）
　　　宮川親水公園において実施。水辺の自然観察やカ
　　ヌー体験を通じ親子の交流を図るとともに、自然を
　　守っていくことの大切さを学んだ。
　　参加者　親子２０組　５４名
２．各種社会教育団体への活動支援
　　地域での社会教育活動を支援するため、親子会など旧
　町村で活動する各種社会教育団体に補助金を交付し活動
　の支援を行なった。
　【二見分室】
　　　二見町子ども会育成会連絡協議会、二見町文化協会
　　　御薗・二見子どもセンター
　【小俣分室】
　　　小俣町親子会連絡協議会
　【御薗分室】
　　　御薗町親子会連絡協議会、御薗小PTA、御薗中PTA

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １．

修道、有緝、明倫、厚生、中島、早修、神久、一色婦人
会が開催する婦人学級活動に対する支援を行った。
　　開講数　　　　　　４５１回
　　延参加者数　　５，５７５名

婦人学級開設事業 １，１１６

135,026

136,484 決 算 額 の 財 源 内 訳

135,026 一般財源

生涯学習・スポーツ課

７，３４９
7,349

 ２．
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（款）11．教育費  （項）５．社会教育費  （目）２．公民館費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

616

    （単位  千円）

決算書
       頁

279
1 ２７９

279
２７９

279
3 ２７９

（款）11．教育費  （項）５．社会教育費  （目）３．文化振興費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

2,500 500 5,066

    （単位  千円）

決算書
       頁

279
1 ２７９

279
2 ２７９

伊勢市総合文化誌『伊勢ぶんか』を発行し、１,０００
部を県内図書館や市内関係機関に無料配布、２,０００部
を市内書店等で頒布して、総合的な文化振興を図った。
（規格）Ａ４版　９６頁　カラー一部モノクロ
（内容）特集『伝える』、座談会“文化を伝える”、「伊
　　　　勢の音をつくる」、「知っていますか？」、特別
　　　　寄稿、「鵜の目鷹の目｣、「カルカルエッセイ」､
　　　　「鵜の目鷹の目｣、文化団体情報一覧、文化イベ
　　　　ント年鑑など

 ２．
３，９６６市民芸術文化誌出

版事業

文 化 振 興 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 山田奉行所記念館開館１周年記念事業及び秋・冬の特別
展を開催し、記念館から情報発信とPRを行い、集客数の増
員を推進した。
　・１周年記念事業…「小笠原流弓馬術礼法」の披露
　・秋の特別展………「宮川と御薗」
　・冬の特別展………「大岡越前守忠相」

山田奉行所記念館
特別展開催事業

５００

48,424

62,032 決 算 額 の 財 源 内 訳

56,490 一般財源

 ３． 楠部町緑が丘団地住民の交流の場として設置する「緑が
丘団地公民館」の建設にかかる費用の一部を補助した。
　　鉄骨造平屋建（建築延面積　103.32㎡）

地区公民館建設補
助金

２，０２３

 ２． 地区において指定管理している御薗町内の市立公民館の
修繕にかかる費用の一部（２／３）を補助した。
　　公民館修繕補助（御薗分室）
　　　８公民館　１６件

公民館補助金 ５，２４８

公民館整備事業 ７，５３５

30,685

決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 公民館施設を市民が快適に利用できるよう空調機器の修
理を行なった。
　　二見公民館の修繕工事（二見分室）

34,770 決 算 額 の 財 源 内 訳

31,301 一般財源

生涯学習・スポーツ課

事 業 名
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決算書
       頁

279
２７９

279
２７９

279
２７９

281
6 ２８１

281
２８１

281
8 ２８１

281
２８１

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ９． 市内にある旧跡等の文化財の所在を明らかにし、顕彰す
るため設置するものである。

平成18年度は案内板「曼荼羅石」（中村町）を設置し、
「南山古墳」（鹿海町）、「隠岡遺跡」（倭町）を修繕し
た。

文化財案内板設置
事業

８８０

 ８． 伊勢市内で伝承されている指定無形民俗文化財等の連綿
とした保存継承を支援するため、補助金の交付を行った。
【交付先】
馬瀬狂言保存会、円座町鞨鼓踊保存会、佐八町かんこ踊り
保存会、東大淀町御頭神事保存会、一色町能楽保存会、能
楽勝田流（通能）保存会、祭礼保存会、河崎音頭保存会、
楠部町萬歳楽保存会、河崎音頭保存会、朝熊町河崎踊りを
守る会、伊勢音頭保存会、伊勢古市歌舞伎保存会、共敬
社、中小俣かんこ踊り保存会、下小俣かんこ踊り保存愛好
会、掛橋御頭舞保存会、官舎神社獅子舞保存会、小俣離宮
院太鼓保存会、高向御頭神事、上條区、小林大念仏（全２
２団体）

指定無形民俗文化
財等保存継承事業
補助金

１，９３０

 ７． 旧市川造船所に残された資料は、明治から昭和に至る時
代のもので、木造船から西洋型造船技術への推移を如実に
物語る貴重な資料である。そのため、資料の散逸を防ぐこ
とを目的に、船具資料を市の施設へ移管し、資料の目録作
成に取り掛かった。

造船資料保存調査
経費

１，１３６

 ６． 四郷地区各町が所蔵する古文書等の歴史資料のうち、主
に楠部町有資料１万６千点、中村町有資料６.５千点につ
いて、国・県の補助を受け、平成１５年度から平成１９年
度までの５箇年、全体事業費１５，００３千円（国
５０％、県１０％以内）で調査を実施する。

平成１８年度は、楠部町有文書、中村町有文書のカード
化、データ入力、マイクロフィルム撮影等を行った。

史料保存調査経費 ３，０００

 ５． 第５３回美術展覧会は、平成18年10月24日～29日まで６
日間開催し、平面作品（日本画、洋画、写真、書などの分
野）と立体作品（彫塑・立体造形、美術工芸などの分野）
の二部門制とし、合併記念として出品作品すべてを展示し
た。

また、公開審査制度を初めて導入し、各専門分野で行わ
れる一次審査と、全審査員の投票で賞を決定する二次審査
が行われた。
　　出品点数 ３６７点 観覧者数 約２,２４９人

美術展覧会開催事
業

１，２３０

 ４． 第５０回芸能祭は､平成18年11月5日・12日・18日・19
日・23日・25日（２会場）の延べ６日間で、総合部門、吟
詠剣詩舞、バレエ・モダンダンス、フォークダンス、邦
楽、能楽、日舞･民踊、合唱の８部門を開催し、７０団体
約１,４８０人が出演、約３,１７０人が鑑賞した。

市民芸能祭開催事
業

１，８００

 ３． 積極的にプロの高度な文化芸術や学術に触れることがで
きるよう、青島広志氏を招き、音楽劇を開催し、文化芸術
の継承及び充実、学術向上を図った。
　　演目　　　「こんにちは！モーツァルトさん」
　　内容　　　モーツァルトの一生を音楽とパフォーマン
　　　　　　　スを交えた音楽劇観賞
　　鑑賞者数　１，００６人

文化講演会開催事
業

１，３８０
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決算書
       頁

281
２８１

281
２８１

281
12 ２８１

281
13 ２８１

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 13． 企画展として「咢堂・尾崎行雄写真展～人間咢堂・その
ひとときの顔～」（５月21日～９月10日)を尾崎咢堂記念
館において開催し、310人の観覧があった。

また、来館者の調査・研究の一助のため、展示用の浜田
国松セット（書簡、新聞等資料）、閲覧用のＤＶＤ（相馬
雪香―平和への行動・未来への情熱）を購入した。

尾崎咢堂顕彰事業 ５０

 12． 第18回特別展として、郷土資料館において「華寿 慶谷
隆夫コレクション展」（平成19年２月17日～４月１日）を
開催し、509人の観覧があった。

また、郷土資料館において開催された企画展としては、
春季に、「神都の書画人－伊勢における四条・円山派の系
譜１－」（平成18年５月３日～７月９日）を開催し、583
人の観覧があった。夏季に「わかるかな！？－何に使う
の？昔の道具－」（平成18年７月22日～９月24日）を開催
し、493人の観覧があった。

なお、夏季企画展において、展示説明会を５回開催し、
13組の親子の参加があった。

特別展等開催事業 ３８０

 11． 市内に所在する指定文化財等の適正な保存管理を図り、
文化財保護の充実に資することを目的とするものである。
【平成18年度事業内容及び決算額】
○寂照寺所有　県指定有形文化財「経蔵」
・事業内容　　軸部修理、屋根瓦葺き替え及び軒裏修理
・実施期間　　平成18年７月15日から平成19年３月30日
・決算額　　　3,265千円
○寂照寺所有　県指定有形文化財「木造諸尊仏龕」
・事業内容　　移動に耐えられる程度の応急修理
・実施期間　　平成19年３月19日から平成19年３月31日
・決算額　　　38千円
○神宮所有　　国指定重要文化財「角屋家貿易関係資料」
・事業内容　　御朱印旗１旈の保存修理及び保存箱の作製
・実施期間　　平成18年６月１日から平成19年３月30日
・決算額　　　595千円
○神宮所有　　国指定重要文化財「神宮祭主職舎本館」
・事業内容　　消火、通報、警報、自動火災報知設備設置
・実施期間　　平成18年４月１日から平成18年11月30日
・決算額　　　6,929千円

文化財保存整備事
業補助金

１０，８２７

 10． 一色の翁舞は、平成７年に国の記録作成等を講ずべき無
形の民俗文化財に選択されているが、調査事業が未実施
で、関係者の高齢化もあり、継承の形態が口伝によるとこ
ろが大きいことから、将来的伝承の一助として調査報告書
を作成するものである。

国・県の補助を得て文書記録を平成18・19年度の２箇年
で実施し、映像記録は平成19・20年度の２箇年で実施する
予定である。
【平成18年度事業内容及び決算額】
・記録撮影業務委託　　　　　710千円
・調査及び委員会開催経費　1,373千円

一色の翁舞記録作
成経費

２，０８３
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（款）11．教育費  （項）５．社会教育費  （目）４．青少年対策費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

200

    （単位  千円）

決算書
       頁

281
1 ２８１

281
２８１

281
3 ２８１
 ３． 大人になったことを自覚し､自ら生き抜こうとする青年

を祝い、励ますため、成人の日にちなみ、平成１９年１月
７日、三重県営サンアリーナにおいて、「新成人のつど
い」を開催した。
  成人者数　　男７３７人　女７８６人　計１,５２３人
　出席者数　　男６４２人　女５８９人　計１,２３１人

成人式開催事業 ２，８４７

 ２． 山のまち飯田市と海に面した伊勢市の小中学生が児童・
生徒会活動や学校内外の生活、住んでいる地域社会につい
て交流し、友情と連携の輪を強め、次代のリーダーとして
の親睦を深めることを目的に実施した。
【夏季】平成１８年８月３～４日、飯田市の小学生28人と
伊勢市の小学生92人が、神宮会館・大湊海岸・神宮徴古館
農業館において、児童会活動発表、海水浴、郷土芸能体験
等を行うことにより交流を深めた。
【冬季】平成１９年１月２１～２２日、伊勢市の中学生36
人と飯田市の中学生28人が、スキーや水引細工などの郷土
芸能体験等を行うことにより交流を深めた。

飯田市交流会実施
事業

２，１３１

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 2,650 １．全国青少年三悪非行防止実践活動と全国青少年健全育
成強調月間の期間内、市庁舎に啓発のぼり旗や懸垂幕を掲
示し、啓発を行った。
２．青少年が安心して暮らせる安全なまちをつくるため、
また、さまざまな自然体験や生活体験で有意義に過ごせる
受け皿を整えるために、青少年育成市民会議への事業委
託、コミュニティーチャー（地域指導者）の育成など、地
域主導型による青少年健全育成活動を実施した。
○伊勢市青少年育成市民会議本部　　　　260,000円
○伊勢市青少年育成市民会議伊勢支部　1,065,000円
○伊勢市青少年育成市民会議二見支部　　597,000円
○伊勢市青少年育成市民会議小俣支部　　130,000円
○伊勢市青少年育成市民会議御薗支部　　386,000円

青少年健全育成推
進事業

２，６５０

14,678

15,827 決 算 額 の 財 源 内 訳

14,878 一般財源

生涯学習・スポーツ課
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（款）11．教育費  （項）５．社会教育費  （目）５．図書館費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

460

    （単位  千円）

決算書
       頁

283
1 ２８３

283
２８３

283
２８３

283
２８３

 ４． 12,037 電算システム導入による蔵書管理を行い、貸出返却事務
の簡略化とスピードアップ及びインターネットによる蔵書
情報の提供を行い、利用者サービスの充実を図った。
（伊勢図書館１０，７９０千円、小俣図書館１，２４７千
　円）

電算業務経費 １２，０３７

 ３． 子育て支援の一環として、家庭内で絵本を通した親子の
交流のきっかけとなるよう、対象乳幼児に絵本の２冊入っ
たブックスタートパックを配付した。
　配付数　１，０６４人

ブックスタート支
援事業

１，９８８

 ２． 30,315 閲覧用図書、雑誌、新聞、官報、視聴覚資料を購入し、
図書資料をより一層充実させ、図書利用の促進を図った。
　購入図書資料
　　伊勢図書館　　９，１１７冊（ふるさと文庫分含む）
　　小俣図書館　　６，４４５冊
　　二見公民館図書室　１１９冊
　購入視聴覚資料
　　伊勢図書館　　　　　２１点
　　小俣図書館　　　　　７８点
（伊勢図書館１７，０１６千円、小俣図書館１３，０９９
　千円、二見公民館図書室２００千円）

図書整備経費 ３０，３１５

 １． 2,215 分類記号等書籍項目の統一とデータ作成を委託すること
により、事務の効率化・簡素化を図った。
（伊勢図書館１，５２０千円、小俣図書館６９５千円）

図書マーク化等業
務経費

２，２１５

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

174,598

176,690 決 算 額 の 財 源 内 訳

175,058 一般財源

生涯学習・スポーツ課
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（款）11．教育費  （項）５．社会教育費  （目）６．生涯学習費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

    （単位  千円）

決算書
       頁

285
２８５

285
2 ２８５

285
２８５

285
4 ２８５
 ４． いせトピア設置のパソコンを買い替え、市民の学習環境

の整備に努めた。
　（内訳）　パソコン室　２５台

生涯学習講座用コ
ンピュータ整備事
業

５，４６４

決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 14,184 １.生涯学習講座の実施
　　生涯学習のきっかけづくりの場として、生涯学習セン
　ターや公民館等において各種講座を実施した。
　　また、学習の成果の発表として文化フェスティバルや
　公民館まつりを開催した。
　（二見分室）
　　　全25講座　　受講者数　482名
　（小俣分室）
　　　全20講座　　受講者数　361名
　（御薗分室）
　　　全15講座　　受講者数　280名
２.団体への助成（御薗分室　1,421千円）
　　御薗町文化協会及び加入団体の活動を補助し、文化振
　興を支援した。
３.伊勢市生涯学習推進協議会
　　伊勢市の生涯学習関連事業に対し、様々な視点から協
　議した。

生涯学習推進事業 １４，１８４

団体の助成（小俣分室）
小俣町文化協会及び加入団体の活動を補助し、文化振興

を支援した。
また、日頃の生涯学習活動の発表の場として、１１月に

小俣環境改善センターにおいて、作品発表会、芸能発表会
を３日間にわたり開催した。

生涯学習フェス
ティバル開催事業

２，０００

子どもたちにさまざまな体験活動の場を提供する団体を
支援した。
　（二見分室）
　　　ボランティアコーディネーター謝金
　（御薗分室）
　　　御薗・二見子どもセンター補助金

子どもの体験活動
推進事業

４０２

23,921

26,759 決 算 額 の 財 源 内 訳

23,921 一般財源

生涯学習・スポーツ課

 ２． 402

 ３．

事 業 名
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（款）11．教育費  （項）５．社会教育費  （目）７．生涯学習センター費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

1,364

    （単位  千円）

決算書
       頁

285
1 ２８５

（款）11．教育費  （項）５．社会教育費  （目）９．観光文化会館費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

1,299

    （単位  千円）

決算書
       頁

287
1 ２８７

（款）11．教育費  （項）６．保健体育費  （目）２．学校保健費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

17,733

    （単位  千円）

決算書
       頁

287
1 ２８７

287
2 ２８７

県費負担教職員に定期健康診断を実施し、健康の保持増
進を図った。

 ２．
３，０３０教職員健康管理事

業

 １． 学校保健法に基づく健康診断として、児童生徒及び園児
に対し、校医による内科、歯科検診を実施するとともに、
専門医、学校薬剤師による各種検診、検査を実施し、児童
生徒の健康管理に努めた。

児童生徒保健管理
事業

８０，４０８

学 校 教 育 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

66,913

85,649 決 算 額 の 財 源 内 訳

84,646 一般財源

 １． 伊勢市合併事業として、平成18年10月22日にＮＨＫ公開
番組「ＢＳカラオケ塾」を招聘した。出演者天童よしみ・
西尾夕紀ほか
　　入場者　１，００６人

観光文化会館自主
事業

６２４

47,299

文 化 振 興 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

49,146 決 算 額 の 財 源 内 訳

48,598 一般財源

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 83,528 指定管理者制度の導入
民間の能力を活用し施設の効果的、効率的な管理運営を

行うため、伊勢市生涯学習センター「いせトピア」に指定
管理者制度を導入した。
　指定管理者：特定非営利活動法人　まなびの広場
　指定期間　：平成18年4月1日～平成21年3月31日(3年間)

生涯学習センター
施設維持管理経費

８３，５２８

82,164

84,801 決 算 額 の 財 源 内 訳

83,528 一般財源

生涯学習・スポーツ課
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（款）11．教育費  （項）６．保健体育費  （目）３．学校給食費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

751

    （単位  千円）

決算書
       頁

289
1 ２８９

289
2 ２８９

289
２８９

（款）11．教育費  （項）６．保健体育費  （目）４．体育振興費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

7,164

    （単位  千円）

決算書
       頁

291
1 ２９１

291
２９１

 ２． 7,282 体育祭を筆頭に、さまざまなスポーツ大会、教室を開催
し、地域住民の健康増進を図った。(本庁、御薗分室)

地域住民の健康増進ならびに相互の親睦と交流を深める
ために二見町民体育祭を開催した。また、伊勢市内の小中
学生を対象に二見ふれ愛マラソンを開催した。(二見分室)

事業として歩け歩け運動や軽スポーツ大会を開催し、約
５００名の参加があった。また、おばた町民体育祭では、
約３９００名の参加があり、地域住民の健康増進ならびに
各位の親睦と交流を深める場となった。（小俣分室）

生涯スポーツ行事
開催事業

７，２８２

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 3,958 地域におけるスポーツ振興のため、委嘱された体育指導
委員が、生涯スポーツの普及を図った。
　　委員数：７１名

体育指導事業 ３，９５８

57,601

72,966 決 算 額 の 財 源 内 訳

64,765 一般財源

 ３． 調理士の健康及び安全衛生上の問題を改善するため、空
調設備を設置した。
　　修道小学校・明倫小学校

学校給食衛生管理
強化経費

６，８５４

 ２． 学校給食備品のうち老朽化しているものについて、耐用
年数及び機能を調査したうえで計画的に購入し設備の充実
に努めた。
・給食室更新にともない諸機器を購入（有緝小)
・老朽化したボイラーを撤去し給湯器を設置（中島小）
・下処理シンクをステンレス製シンクに変更（小俣小）
・牛乳保冷庫の購入（厚生小・豊浜中・五十鈴中）

給食施設整備経費 １７，７２２

 １． 「安全でおいしい学校給食」が円滑に実施できるよう、
調理室等の衛生面に重点をおき、給食備品を修理、購入し
て設備の充実に努めた。給食関係者の検便、給食室の環境
衛生検査等を実施することにより、食中毒の防止に努め
た。

学校給食管理経費 １０２，６５２

学 校 教 育 課

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

478,571

508,078 決 算 額 の 財 源 内 訳

479,322 一般財源

生涯学習・スポーツ課
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決算書
       頁

291
２９１

291
4 ２９１

291
5 ２９１

291
２９１

291
２９１

291
２９１

291
9 ２９１

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 ９． 集客交流事業として、全国規模の大会を誘致し開催し
た。伊勢市への経済波及効果と伊勢市総合計画で掲げた
「交流で創るまちづくり」を達成することができた。

お伊勢さん健康マラソン大会（２，１０３人）、全日本
ソフトテニス大会（９１０人）など６大会を誘致開催し、
約４，５００人の参加があった。(本庁）

集客誘致大会開催
事業負担金

１５，１２７

 ８． 子どもたちの運動離れ、体力低下に歯止めをかけるた
め、スポーツ少年団、体育協会にジュニア育成のための、
スポーツ大会や教室の開催を委託した。(本庁)

ジュニア育成事業 １，１７２

 ７． 県内予選を勝ち抜いて、伊勢市を代表して、全国大会に
参加する選手の旅費を一部負担した。(本庁)全国大会等参加激

励事業
１，５４２

市内小学校の陸上記録会を開催した。また、全国大会に
参加する選手と引率者の旅費を支援した。(本庁)

 ６． 17,586
１７，５８６

 ５．
１，９８８小学校体育活動推

進事業

市内中学校の体育大会を開催した。また、全国、東海大
会等に参加する選手と引率者の旅費を支援した。(本庁)

中学校の運動クラブを支援し、クラブ活動の推進と保護
者負担の軽減をした。(二見分室、小俣分室、御薗分室）

 ３． 5,978 生涯スポーツ社会の実現に向けて、地域のスポーツ施設
を拠点として、子供から高齢者まで全ての地域住民が各自
のニーズに沿って気軽にスポーツ活動に参加できる、地域
住民主体の総合型地域スポーツクラブの育成を図った。
（本庁、御薗分室)

小俣町地域での総合型地域スポーツクラブとして、「お
ばたスポレククラブＡＳＲＥＣ」が設立され、様々な教室
やイベント等を開催し、その運営補助をした。(小俣分室)

総合型地域スポー
ツクラブ育成事業

５，９７８

 ４． 海洋性スポーツを通して、子供たちに水に触れる機会の
提供と、心身の健康保持を図った。

また、Ｂ＆Ｇ財団並びに近隣海洋センターとの情報交
換、情報共有を図った。(御薗分室）

Ｂ＆Ｇ海洋セン
ター事業

５３８

中学校体育活動推
進事業

21 ﾍﾟｰｼﾞ （款）11．教育費



（款）11．教育費  （項）６．保健体育費  （目）５．体育施設費

    （単位  千円）

予 算 現 額 千円

決 算 額 千円 国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

12,596

    （単位  千円）

決算書
       頁

291
1 ２９１

291
２９１

291
２９１

291
２９１

倉田山公園野球場のスコアボード及びナイター照明の改
修工事等を行い、地域住民が安全で快適に利用できるよう
にした。（本庁）

小俣総合体育館の空調設備が冷暖房ともに稼動できない
状態であったため、修繕工事を行い、地域住民が快適に利
用できるように整備した。（小俣分室）

 ４． 9,123 伊勢市のスポーツ振興のため、各種スポーツを楽しむ市
民が施設を快適に利用できるように、年間を通して適正な
状態に保つよう管理した。
（御薗分室：伊勢市御薗Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館・
　　　　　　プール）

施設使用許可申請書作成及び三重県体育施設協会負担金
を負担した。

体育施設管理一般
経費

９，１２３

体育施設整備事業 ３０，０７１

 ２． 45,457

 ３． 30,071

伊勢市のスポーツ振興のため、各種スポーツを楽しむ市
民が施設を快適に利用できるように、年間をとおして適正
な状態に保つよう管理した。
（本庁　　：五十鈴公園野球広場､五十鈴公園多目的広場､
　　　　　　五十鈴公園球技広場、宮川スポーツグラウン
　　　　　　ド、市民武道館、北浜スポーツグラウンド、
　　　　　　宮川堤公園ゲートボール場、あさま市民プー
　　　　　　ル）
（二見分室：二見体育館、二見グラウンド、二見テニスコ
　　　　　　ート、二見スポーツ公園、ミーティングセン
　　　　　　ター）
（御薗分室：宮川スポーツグラウンド）

小俣総合体育館、大仏山公園スポーツセンター、小俣
児童体育館をスポーツ振興のために、各種スポーツを楽し
む住民が、より安全にまた、快適に利用できるように年間
を通じて適正な状態を維持管理した。（小俣分室）

一般体育施設管理
運営経費

４５，４５７

事 業 名 決 算 額 施 策 の 成 果

 １． 高校野球夏季大会、神宮奉納社会人野球大会などの各種
野球大会、及び神宮奉納全日本ソフトテニス大会、都道府
県対抗全国中学生ソフトテニス大会などの各種テニス大会
の円滑な運営と、一般利用者が快適にプレーできるよう、
専門業者へ委託等しながら年間を通じて管理した。
（倉田山公園野球場、市営庭球場）　　　(本庁）

集客体育施設管理
運営経費

２１，１２６

93,181

312,506 決 算 額 の 財 源 内 訳

105,777 一般財源

生涯学習・スポーツ課
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